
 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機会 脅威 

○福祉施策が，地域での自立生活を支援していくシ
ステムへと転換され，地域の支え合いの重要性が
拡大 

○地域包括支援センターや障害者地域生活支援セ
ンター等の，より身近な地域での自立生活を支え
る基盤としての相談機関が整備されるとともに，
福祉事務所を含めた地域における福祉分野別ネ
ットワークの構築が進められている。 

○今後の地域における活動の担い手として期待さ
れる団塊の世代と呼ばれる方の退職者数の増大 

 

○地域のつながりの希薄化 
○急速な少子長寿化や核家族化に伴う福祉課題の多

様化・複雑化 
○福祉ニーズが多様化する一方，厳しい財政状況か

ら，公的サービスの供給には限りがある。 
○経済環境の悪化に伴い，生活保護世帯数及び生活

保護率が増加している。 
○障害のある高齢者など複合した課題や，経済的困

窮・要介護者・虐待といった同一の世帯で複数の
課題を抱えたケースがある。 

○世代間をつなぐきっかけが少ない。 

強み 弱み 

○住民・公共的団体・行政が横断的に協働する「区
地域福祉推進委員会」を全区に設置 

○潜在的なボランティア活動を希望する方の拡大 
○京都が有する各学区を単位とした住民による自

治活動の長年の歴史と伝統 
○大学の数が多い 
○民生委員・児童委員，社会福祉協議会をはじめと

した福祉関係の地域における支援体制の確立 

○地域福祉活動の担い手が高齢化し，次世代の育成
が大きな課題 

○地域の活動を引っ張るリーダーが少ない。 
○地域の活動に関心を持たない世代の増加 
○条件が整えばボランティア活動に参加してみたい

という潜在層への効果的なアプローチが課題 

～ひとりひとりが支え，支えられるまち～ 

すべてのひとがいきいきとくらせるまち＜中略＞必要なときに支えを求

めるその道筋がだれにも見えやすく整備されているまちをめざす。  

京都市基本構想に

おける関連記述 

これまでの主な取組 

動かしがたい深刻な与条件：人口減少，少子高齢化… 

論点１ 現状と課題 
◇ 活かすべきチャンス（機会）は？放置できない問題（脅威）は？ 

◇ 活用できる資源（強み）は？克服すべきこと（弱み）は？ 

論点２ 政策の基本方向 
 ◇ 今後10年間の基本的考え，価値観は？ 

論点３ 市民と行政の役割分担と共汗  
◇ 政策の推進に当たって市民や行政が行うべきことは？     

論点４ 10年後に目指すべき姿 
 ◇ 10年後のあるべき姿やそれが達成された状態を測る指標・

目標値は？ 

＜現在の方向性＞ 
「自治・自立・協働により地域の福祉力をつむぎ，高める」 

（京（みやこ）・地域福祉推進指針） 

４つの方向性 

（１）地域の福祉ニーズを見逃さない＜セーフティネットの確保＞ 

（２）地域におけるつながり＜地域コミュニティの活性化＞ 

（３）関係者の連携・協働＜共汗の推進＞ 

（４）地域福祉を通じた安心・安全のまちづくり＜融合による施策展開＞ 

 
＜政策を進めるうえでの悩み＞ 

（ア）地域のつながりの希薄化       （オ）他団体や関係機関との交流 
（イ）一人暮らし高齢者や子育て家庭の孤立 （カ）担い手の不足 
（ウ）災害時の避難支援対策        （キ）活動に対する支援 
（エ）地域福祉活動への理解や情報提供   （ク）活動拠点の確保 

   （※ 以下の（ア）～（ク）と対応）
  
＜関連データ＞ 

アンケート調査 
（ア）行事や集まりがないので，近所でもどこの誰だか分からない。 

（イ）元気な高齢者が参加できる行事を充実してほしい。 

（ウ）災害時を想定しての避難訓練が必要である。 

（エ）・負担のかからないことは協力したい。 

   ・心の余裕，金銭的な余裕がないと人のための活動はできない。 

（オ）各種団体との交流がなく，お互いバラバラに活動している。 

（カ）・担い手の不足で，各団体でそれぞれの活動をこなすだけで手一杯になっている。 

   ・若い退職者がたくさんいるが，地域に入りにくい。会社に勤めているときから，地

域活動に協力できるシステムがあるといい。 

（キ）子どもがいてもボランティア活動に参加できるサポートがほしい。 

（ク）年齢を問わず，すべての地域住民が集える場を提供してほしい。 

住民・公共的団体・行政が協働して地域福祉を推進するため，「京（みやこ）

地域福祉推進指針」を策定。地域福祉推進のための住民主体の取組への支援。

今後１０年の喫緊の課題：低炭素社会，財政健全化…

これまでの動き 


